
公表：２０２４年　４月　１５日 事業所名　グーニーズHUG　　　　　　　　　　　

チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

環
境
・
体
制
整
備

1 利用定員が指導訓練室等ス
ペースとの関係で適切である 5 0 0

仕切りをなくすことでキッズ
にとって開放的な空間とな
り、閉ざされた感覚にならず
ストレスが軽減されている。
死角があるため、スタッフ同
士声を掛け合い目の届かな
い場所がないようにしてい
る。
キッズの遊びが広がりやす
ように、遊び場を都度キッズ
に提案している。

2 職員の配置数は適切である 5 0 0

支援・事務面等、適宜会議
を行うなどして、より良い配
置となるよう思慮している。
全スタッフがキッズ個々と関
われるようにしていく。

3
事業所の設備等について、バリ
アフリー化の配慮が適切になさ
れている

1 2 2
賃貸のため大家と相談し適
切な工事や改修を行なって
いきます。

業
務
改
善

4
業務改善を進めるためのPDCA
サイクル（目標設定と振り返り）
に、広く職員が参画している

4 1 0

定期的にMTGを行い、物
事の共有を行っている。
定期的なものや不定期
（緊急性のあるもの）など、
常に意識を持ち行うように
している。
全職員が仕事内容がわか
るようにしている。
二週間に一度の全体ミー
ティングによって他教室の
状況(発信方法や対応方
法)が学べて自己の教室
にも反映することが増え
た。

議事録の共有を徹底します

5

保護者等向け評価表を活用する
等によりアンケート調査を実施し
て保護者等の意向等を把握し、
業務改善につなげている

3 1 1

普段の日誌だけではなく、
会社として取り組んでいる
イベントや避難訓練等の
活動を伝えていく必要があ
り改善に繋げている。
活用までできていない。

行政ルールに従って実施し
ていきます

6
この自己評価の結果を、事業所
の会報やホームページ等で公開
している

4 1 0
HPに過去の内容がきちんと
公開されている。

行政ルールに従って実施し
ていきます

7
第三者による外部評価を行い、
評価結果を業務改善につなげて
いる

2 3 0
第三者による評価がだれの
ことか指しているかわからな
い。

行政ルールに従って実施し
ていきます

8 職員の資質の向上を行うため
に、研修の機会を確保している 5 0 0

義務研修は実施時期が決め
られて適切に行われている
と思う。
その他自己研鑽研修もアナ
ウンスが会社から時折通知
されているので大丈夫と思
う。

適
切
な
支
援
の
提
供

9

アセスメントを適切に行い、子ど
もと保護者のニーズや課題を客
観的に分析した上で、放課後等
デイサービス計画を作成してい
る

5 0 0

教室併用をしている家庭へ
は負担軽減の為、各教室そ
れぞれにアセスメント日程を
組むのではなく、1度にアセ
スメントを行っている。

10
子どもの適応行動の状況を把握
するために、標準化されたアセス
メントツールを使用している

1 4 0

支援の芯となる部分はスタッ
フ間で共有し、それに基づい
た各々の支援を行っている。
その他聞き取りたい内容項
目もあるため改良の余地は
あるかもしれない。

他施設や行政の情報を参
考に可能な範囲で対応しま
す

11 活動プログラムの立案をチーム
で行っている

4 1 0 議事録の共有を徹底します



適
切
な
支
援
の
提
供

12 活動プログラムが固定化しない
よう工夫している 4 1 0

固定化しないよう外部情報
等を参考に新しい活動の採
用に努めていきます

13
平日、休日、長期休暇に応じて、
課題をきめ細やかに設定して支
援している

0 5 0

小児科・精神科の医師や専
門家との連携を強化し、支
援の質向上に活かしていき
ます

14

子どもの状況に応じて、個別活
動と集団活動を適宜組み合わせ
て放課後等デイサービス計画を
作成している

5 0 0 課題となる特性や発達を鑑
み、計画作成を行っている。

15

支援開始前には職員間で必ず
打合せをし、その日行われる支
援の内容や役割分担について確
認している

3 2 0 事故防止に役立っている。
終礼もしくは翌日の朝礼を
活用して、振り返りを行い
やすい運用を検討します

16

支援終了後には、職員間で必ず
打合せをし、その日行われた支
援の振り返りを行い､気付いた点
等を共有している

4 1 0 毎日ではないですが、定期
的に行っています。

終礼もしくは翌日の朝礼を
活用して、振り返りを行い
やすい運用を検討します

17
日々の支援に関して正しく記録
をとることを徹底し、支援の検証
・改善につなげている

4 1 0
行政ルールに従って実施し
ていきます

18
定期的にモニタリングを行い、放
課後等デイサービス計画の見直
しの必要性を判断している

5 0 0

19
ガイドラインの総則の基本活動
を複数組み合わせて支援を行っ
ている

3 2 0

小児科・精神科の医師や専
門家との連携を強化し、支
援の質向上に活かしていき
ます

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

20

障害児相談支援事業所のサー
ビス担当者会議にその子どもの
状況に精通した最もふさわしい
者が参画している

5 0 0

21

学校との情報共有（年間計画・行
事予定等の交換、子どもの下校
時刻の確認等）、連絡調整（送迎
時の対応、トラブル発生時の連
絡）を適切に行っている

5 0 0
行っていますが、社内周知
を徹底します

22
医療的ケアが必要な子どもを受
け入れる場合は、子どもの主治
医等と連絡体制を整えている

3 1 1

今現在医療的ケア児はいな
い。
まだ医療的ケア児を受け入
れたことがないためわからな
い。

相談支援員を介し連携を強
化していきます

23

就学前に利用していた保育所や
幼稚園、認定こども園、児童発
達支援事業所等との間で情報共
有と相互理解に努めている

5 0 0 相談支援員を介し連携を強
化していきます

24

学校を卒業し、放課後等デイ
サービス事業所から障害福祉
サービス事業所等へ移行する場
合、それまでの支援内容等の情
報を提供する等している

2 3 0
今現在、対象児がいなく事
案発生していない。
まだ卒業生が出ていない。

相談支援員を介し連携を強
化していきます

25

児童発達支援センターや発達障
害者支援センター等の専門機関
と連携し、助言や研修を受けて
いる

3 1 1

小児科・精神科の医師と連
携し助言を受けていますの
で、今後は得た情報の社内
周知を徹底します

26
放課後児童クラブや児童館との
交流や、障がいのない子どもと
活動する機会がある

1 3 1

感染症者が急増することが
あるため、計画を立てても対
策の観点で交流機会をつく
ることが難しかった。

感染症リスクの状況を考慮
し実施していきます

27 （地域自立支援）協議会等へ積
極的に参加している

2 3 0 参加を行っていますが社内
周知を徹底します

28

日頃から子どもの状況を保護者
と伝え合い、子どもの発達の状
況や課題について共通理解を
持っている

5 0 0

29

保護者の対応力の向上を図る観
点から、保護者に対してペアレン
ト･トレーニング等の支援を行っ
ている

2 3 0 感染症リスクの状況を考慮
し実施していきます

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

30
運営規程、支援の内容、利用者
負担等について丁寧な説明を
行っている

5 0 0

31
保護者からの子育ての悩み等に
対する相談に適切に応じ、必要
な助言と支援を行っている

5 0 0 座談会開催



保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

32

父母の会の活動を支援したり、
保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士の連携を支援し
ている

3 2 0 座談会開催 感染症リスクの状況を考慮
し実施していきます

33

子どもや保護者からの苦情につ
いて、対応の体制を整備するとと
もに、子どもや保護者に周知し、
苦情があった場合に迅速かつ適
切に対応している

5 0 0

34

定期的に会報等を発行し、活動
概要や行事予定、連絡体制等の
情報を子どもや保護者に対して
発信している

3 1 1 会報はない 公式LINEでの発信頻度を
増やすことで対応します

35 個人情報に十分注意している 5 0 0

36
障がいのある子どもや保護者と
の意思の疎通や情報伝達のた
めの配慮をしている

5 0 0

37
事業所の行事に地域住民を招
待する等地域に開かれた事業運
営を図っている

5 0 0

非
常
時
等
の
対
応

38

緊急時対応マニュアル、防犯マ
ニュアル、感染症対応マニュア
ルを策定し、職員や保護者に周
知している

4 1 0

事業所玄関へファイリング
掲示、共有ドライブにも保
管していますが、社内周知
を徹底します

39
非常災害の発生に備え、定期的
に避難、救出その他必要な訓練
を行っている

5 0 0

40
虐待を防止するため、職員の研
修機会を確保する等、適切な対
応をしている

5 0 0

41

どのような場合にやむを得ず身
体拘束を行うかについて、組織
的に決定し、子どもや保護者に
事前に十分に説明し了解を得た
上で、放課後等デイサービス計
画に記載している

4 1 0 社内ルールを設定し共有
するよう努めます

42
食物アレルギーのある子どもに
ついて、医師の指示書に基づく
対応がされている

4 1 0
自教室には対象児はいない
が、事業所内で行っている。

適宜対応していますが、実
施していることの社内周知
を徹底します

43 ヒヤリハット事例集を作成して事
業所内で共有している 3 2 0

ヒヤリとした事の共有は全体
を通して行っています。

事故報告書として共有でき
る運用をしていますが、社
内周知を徹底します



公表：２０２４年　４月　１５日 事業所名　グーニーズ皆生　　　　　　　　　　　　

チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ 工夫している点

課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標

環
境
・
体
制
整
備

1 利用定員が指導訓練室等ス
ペースとの関係で適切である

8 2 0

利用人数が多い日は、少し狭く感じる。
利用キッズ全体に目が届くよう意識しなが
ら支援を行い、人目が足りそうにない時は
声を掛け合って安全運営が出来るよう配慮
を行っていた。

2 職員の配置数は適切である 9 1 0
活動等に応じては規定のスタッフ数以上の配
置で余裕を持った支援が行えるよう都度相談
しながら運営を行うこと出来ていた。

行政ルールに従って実施して
いきます

3
事業所の設備等について、バリ
アフリー化の配慮が適切になさ
れている

5 3 2

玄関の段差が大きくなっている。
バリアフリーではない。
部屋と部屋の境に段差があるので、現時点で
困り感はないが、段差がなければよりバリアフ
リーになると感じる。

賃貸のため大家と相談し適
切な工事や改修を行なって
いきます。

業
務
改
善

4
業務改善を進めるためのPDCA
サイクル（目標設定と振り返り）
に、広く職員が参画している

6 3 1

計画が疎かになりがち。
必要事項の全体共有を積極的に行なっていき
たい。
定期的なミーティングを行い、職員全員で共通
の認識を持って取り組めるよう工夫されている
と思う。
毎日教室内でミーティング時間を設け、日々の
気になる点や全体的な課題の話し合い、それ
の解決に向けた案の出し合いを行っている。
あまり参加出来ない職員と参加する職員が生
まれがちなので、なるべく全体で参加できるよ
うに日時などを設定している

議事録の共有を徹底します

5

保護者等向け評価表を活用する
等によりアンケート調査を実施し
て保護者等の意向等を把握し、
業務改善につなげている

7 3 0

意向に耳を傾け、改善に努めていると思う。
保護者から公式LINEや電話等で受けた相談
や共有は、スタッフ間でも共有し、全員が把握
した上で対応できるようにすると共に、より良
い運営方法を日々探りながら支援にあたって
いる。

行政ルールに従って実施して
いきます

6
この自己評価の結果を、事業所
の会報やホームページ等で公開
している

6 3 1
行政ルールに従って実施して
いきます

7
第三者による外部評価を行い、
評価結果を業務改善につなげて
いる

4 6 0
行政ルールに従って実施して
いきます

8 職員の資質の向上を行うため
に、研修の機会を確保している

8 2 0

事業所内研修の他、外部研修も随時参加して
いる。
定期的なミーティングと、必要に応じた研修が
行われているか。
研修の参加を呼びかけたり、職員が調べてき
たものについて参加することができる。

外部研修の補助等を行って
いますが、社内周知を徹底し
促進していきます

適
切
な
支
援
の
提
供

9

アセスメントを適切に行い、子ど
もと保護者のニーズや課題を客
観的に分析した上で、放課後等
デイサービス計画を作成してい
る

9 1 0
研修の参加を呼びかけたり、職員が調べてき
たものについて参加することができる。

10
子どもの適応行動の状況を把握
するために、標準化されたアセス
メントツールを使用している

8 2 0
他施設や行政の情報を参考
に可能な範囲で対応します

11 活動プログラムの立案をチーム
で行っている 10 0 0

教室内のスタッフで詳しいスケジュールや
スタッフ配置のバランス等話し合いながら、
時には担当を決め、全体的な見通しを立て
ながら進めることできている。
活動はその日の職員全員で話して決める
ようにしている

12 活動プログラムが固定化しない
よう工夫している

8 2 0

色々なジャンルの活動を取り入れるようバ
ランスを見て予定を組んでいる（体育館で
身体を動かす活動・工場見学・工作系イベ
ント参加等）

固定化しないよう外部情報等
を参考に新しい活動の採用
に努めていきます

13
平日、休日、長期休暇に応じて、
課題をきめ細やかに設定して支
援している

9 1 0
小児科・精神科の医師や専
門家との連携を強化し、支援
の質向上に活かしていきます



適
切
な
支
援
の
提
供

14

子どもの状況に応じて、個別活
動と集団活動を適宜組み合わせ
て放課後等デイサービス計画を
作成している

9 1 0
小児科・精神科の医師や専
門家との連携を強化し、支援
の質向上に活かしていきます

15

支援開始前には職員間で必ず
打合せをし、その日行われる支
援の内容や役割分担について確
認している

9 1 0

必ずスタッフ全体で、送迎表の確認(迎えにい
くキッズ・時間や通常と異なる対応が必要な
キッズの対応等)確認し、一人ひとりの役割を
把握する時間を設けている。
個々の最近の様子などを共有しながら気をつ
ける点などを丁寧に確認している。

終礼もしくは翌日の朝礼を活
用して、振り返りを行いやす
い運用を検討します

16

支援終了後には、職員間で必ず
打合せをし、その日行われた支
援の振り返りを行い､気付いた点
等を共有している

7 2 1

昼食後のミーティングで前日の振り返りを含め
行なっている。
時間が取れないこともあるが、翌日支援まで
の間にはできていると思う。
LINEでその日起きたことなどで共有すべきこと
があれば共有している。

終礼もしくは翌日の朝礼を活
用して、振り返りを行いやす
い運用を検討します

17
日々の支援に関して正しく記録
をとることを徹底し、支援の検証
・改善につなげている

8 2 0
行政ルールに従って実施して
いきます

18
定期的にモニタリングを行い、放
課後等デイサービス計画の見直
しの必要性を判断している

10 0 0

19
ガイドラインの総則の基本活動
を複数組み合わせて支援を行っ
ている

7 3 0 ガイドラインがわからない
小児科・精神科の医師や専
門家との連携を強化し、支援
の質向上に活かしていきます

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

20

障害児相談支援事業所のサー
ビス担当者会議にその子どもの
状況に精通した最もふさわしい
者が参画している

10 0 0

21

学校との情報共有（年間計画・行
事予定等の交換、子どもの下校
時刻の確認等）、連絡調整（送迎
時の対応、トラブル発生時の連
絡）を適切に行っている

9 1 0
時々、共有が不足していると感じる。
保護者や学校と連絡を取り合いトラブルが
なるべく起きないようにしている。

行っていますが、社内周知を
徹底します

22
医療的ケアが必要な子どもを受
け入れる場合は、子どもの主治
医等と連絡体制を整えている

4 5 1 該当者がいない 相談支援員を介し連携を強
化していきます

23

就学前に利用していた保育所や
幼稚園、認定こども園、児童発
達支援事業所等との間で情報共
有と相互理解に努めている

7 3 0 相談支援員を介し連携を強
化していきます

24

学校を卒業し、放課後等デイ
サービス事業所から障害福祉
サービス事業所等へ移行する場
合、それまでの支援内容等の情
報を提供する等している

6 4 0 相談支援員を介し連携を強
化していきます

25

児童発達支援センターや発達障
害者支援センター等の専門機関
と連携し、助言や研修を受けて
いる

6 4 0

小児科・精神科の医師と連携
し助言を受けていますので、
今後は得た情報の社内周知
を徹底します

26
放課後児童クラブや児童館との
交流や、障がいのない子どもと
活動する機会がある

4 4 2

近隣の公園では地域のお子さん方と自然
と交流を行っている。
あまり多く機会を設けられていないが、地
域のイベントに参加した際や公園での活動
の中での交流を楽しむ姿は見られている。
今後、更に積極的に交流の輪を広げられ
ると良いと感じる。

感染症リスクの状況を考慮し
実施していきます

27 （地域自立支援）協議会等へ積
極的に参加している 2 6 2 参加を行っていますが社内

周知を徹底します

28

日頃から子どもの状況を保護者
と伝え合い、子どもの発達の状
況や課題について共通理解を
持っている

9 1 0 毎日の様子を日誌という形でなるべく詳細
に伝えている

公式LINEを中心に行ってい
ますが、社内周知を徹底しま
す

29

保護者の対応力の向上を図る観
点から、保護者に対してペアレン
ト･トレーニング等の支援を行っ
ている

4 5 1 感染症リスクの状況を考慮し
実施していきます

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

30
運営規程、支援の内容、利用者
負担等について丁寧な説明を
行っている

10 0 0

契約時に説明を行っています
が、全社員が参加しているわ
けではないため、実施してい
ることの社内周知を徹底しま
す



保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

31
保護者からの子育ての悩み等に
対する相談に適切に応じ、必要
な助言と支援を行っている

9 1 0

保護者からの悩み等相談や意見があった
際にはスタッフ間で共有し、丁寧なより良い
返答が出来るよう努めている。
送迎などの際や連絡があった際に親身に
相談を聴き返答をしている。

適宜対応していますが、実施
していることの社内周知を徹
底します

32

父母の会の活動を支援したり、
保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士の連携を支援し
ている

3 7 0

感染症流行があり計画はしていたものの
実施する機会が限られた。
時々、座談会を行っている。今後ももっとそ
のような場が設けられるといいと感じる。

感染症リスクの状況を考慮し
実施していきます

33

子どもや保護者からの苦情につ
いて、対応の体制を整備するとと
もに、子どもや保護者に周知し、
苦情があった場合に迅速かつ適
切に対応している

9 1 0
適宜対応していますが、実施
していることの社内周知を徹
底します

34

定期的に会報等を発行し、活動
概要や行事予定、連絡体制等の
情報を子どもや保護者に対して
発信している

8 2 0

パンフレット作成や、SMSを活用している。
保護者には公式LINEにて都度連絡を流す
とともに、キッズ達には紙に書いたものを
提示するなどし、見通しをもって活動等に
取り組めるよう工夫している。

公式LINEでの発信頻度を増
やすことで対応します

35 個人情報に十分注意している 10 0 0

36
障がいのある子どもや保護者と
の意思の疎通や情報伝達のた
めの配慮をしている

8 2 0

37
事業所の行事に地域住民を招
待する等地域に開かれた事業運
営を図っている

5 4 1 感染症リスクの状況を考慮し
実施していきます

非
常
時
等
の
対
応

38

緊急時対応マニュアル、防犯マ
ニュアル、感染症対応マニュア
ルを策定し、職員や保護者に周
知している

8 2 0

事業所玄関へファイリング掲
示、共有ドライブにも保管して
いますが、社内周知を徹底し
ます

39
非常災害の発生に備え、定期的
に避難、救出その他必要な訓練
を行っている

10 0 0

40
虐待を防止するため、職員の研
修機会を確保する等、適切な対
応をしている

10 0 0

41

どのような場合にやむを得ず身
体拘束を行うかについて、組織
的に決定し、子どもや保護者に
事前に十分に説明し了解を得た
上で、放課後等デイサービス計
画に記載している

8 2 0 社内ルールを設定し共有す
るよう努めます

42
食物アレルギーのある子どもに
ついて、医師の指示書に基づく
対応がされている

9 1 0

医師、もしくは保護者の指示のもとで適切
な対応を行なっている。
アレルギー児の一覧を見えるところに掲示
し、おやつ準備の際などに気をつけること
が出来るよう配慮している。

適宜対応していますが、実施
していることの社内周知を徹
底します

43 ヒヤリハット事例集を作成して事
業所内で共有している 7 2 1

報告書と共にスタッフ間のラインでも共有
し、意識して全体で気をつけて行けるよう
努めている。

事故報告書として共有できる
運用をしていますが、社内周
知を徹底します



公表：２０２４年　４月　１５日 事業所名　グーニーズUP　　　　　　　　　　　　

チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ 工夫している点

課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標

環
境
・
体
制
整
備

1 利用定員が指導訓練室等ス
ペースとの関係で適切である

6 0 0

人数によって仕切りを外して、広く使えるよ
うにしている。
遊び別に部屋を分け、それぞれが活動し
やすい工夫を行なっている。

2 職員の配置数は適切である 5 1 0 行政ルールに従って実施し
ていきます

3
事業所の設備等について、バリ
アフリー化の配慮が適切になさ
れている

1 3 2 バリアフリーではないです。 適切な工事や改修を行なっ
ていきます。

業
務
改
善

4
業務改善を進めるためのPDCA
サイクル（目標設定と振り返り）
に、広く職員が参画している

4 2 0 議事録の共有を徹底します

5

保護者等向け評価表を活用する
等によりアンケート調査を実施し
て保護者等の意向等を把握し、
業務改善につなげている

5 1 0 行政ルールに従って実施し
ていきます

6
この自己評価の結果を、事業所
の会報やホームページ等で公開
している

6 0 0

7
第三者による外部評価を行い、
評価結果を業務改善につなげて
いる

3 3 0
行政ルールに従って実施し
ていきます

8 職員の資質の向上を行うため
に、研修の機会を確保している

6 0 0 受けれる研修はなるべく受けるようにしていま
す

適
切
な
支
援
の
提
供

9

アセスメントを適切に行い、子ど
もと保護者のニーズや課題を客
観的に分析した上で、放課後等
デイサービス計画を作成してい
る

6 0 0
教室のスタッフ全員で情報を共有しながらより
よい計画案ができるように話し合っています

10
子どもの適応行動の状況を把握
するために、標準化されたアセス
メントツールを使用している

5 1 0
他施設や行政の情報を参考
に可能な範囲で対応します

11 活動プログラムの立案をチーム
で行っている

6 0 0

12 活動プログラムが固定化しない
よう工夫している

6 0 0

13
平日、休日、長期休暇に応じて、
課題をきめ細やかに設定して支
援している

2 4 0

小児科・精神科の医師や専
門家との連携を強化し、支
援の質向上に活かしていき
ます

14

子どもの状況に応じて、個別活
動と集団活動を適宜組み合わせ
て放課後等デイサービス計画を
作成している

6 0 0

15

支援開始前には職員間で必ず
打合せをし、その日行われる支
援の内容や役割分担について確
認している

6 0 0 毎日ミーティングをしています

16

支援終了後には、職員間で必ず
打合せをし、その日行われた支
援の振り返りを行い､気付いた点
等を共有している

3 3 0 気になった点や利用者の成長を感じた点など
気付いたことは都度共有している

終礼もしくは翌日の朝礼を
活用して、振り返りを行いや
すい運用を検討します

17
日々の支援に関して正しく記録
をとることを徹底し、支援の検証
・改善につなげている

5 1 0
行政ルールに従って実施し
ていきます

18
定期的にモニタリングを行い、放
課後等デイサービス計画の見直
しの必要性を判断している

6 0 0

19
ガイドラインの総則の基本活動
を複数組み合わせて支援を行っ
ている

4 2 0

小児科・精神科の医師や専
門家との連携を強化し、支
援の質向上に活かしていき
ます



関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

20

障害児相談支援事業所のサー
ビス担当者会議にその子どもの
状況に精通した最もふさわしい
者が参画している

6 0 0

21

学校との情報共有（年間計画・行
事予定等の交換、子どもの下校
時刻の確認等）、連絡調整（送迎
時の対応、トラブル発生時の連
絡）を適切に行っている

6 0 0 下校時間が曖昧な時はそのままにせず学
校に確認をしています

22
医療的ケアが必要な子どもを受
け入れる場合は、子どもの主治
医等と連絡体制を整えている

1 4 1 該当する児がいない 相談支援員を介し連携を強
化していきます

23

就学前に利用していた保育所や
幼稚園、認定こども園、児童発
達支援事業所等との間で情報共
有と相互理解に努めている

6 0 0

24

学校を卒業し、放課後等デイ
サービス事業所から障害福祉
サービス事業所等へ移行する場
合、それまでの支援内容等の情
報を提供する等している

1 4 1 まだ該当がない 相談支援員を介し連携を強
化していきます

25

児童発達支援センターや発達障
害者支援センター等の専門機関
と連携し、助言や研修を受けて
いる

3 2 1

小児科・精神科の医師と連
携し助言を受けていますの
で、今後は得た情報の社内
周知を徹底します

26
放課後児童クラブや児童館との
交流や、障がいのない子どもと
活動する機会がある

2 3 1 感染症リスクの状況を考慮
し実施していきます

27 （地域自立支援）協議会等へ積
極的に参加している 3 3 0

障害福祉サービス事業所連絡会には参加
し、地域自立支援協議会の内容を聞いて
いる

参加を行っていますが社内
周知を徹底します

28

日頃から子どもの状況を保護者
と伝え合い、子どもの発達の状
況や課題について共通理解を
持っている

6 0 0

29

保護者の対応力の向上を図る観
点から、保護者に対してペアレン
ト･トレーニング等の支援を行っ
ている

2 3 1 感染症リスクの状況を考慮
し実施していきます

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

30
運営規程、支援の内容、利用者
負担等について丁寧な説明を
行っている

5 1 0

契約時に説明を行っていま
すが、全社員が参加してい
るわけではないため、実施し
ていることの社内周知を徹
底します

31
保護者からの子育ての悩み等に
対する相談に適切に応じ、必要
な助言と支援を行っている

6 0 0

32

父母の会の活動を支援したり、
保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士の連携を支援し
ている

4 2 0 感染症リスクの状況を考慮
し実施していきます

33

子どもや保護者からの苦情につ
いて、対応の体制を整備するとと
もに、子どもや保護者に周知し、
苦情があった場合に迅速かつ適
切に対応している

6 0 0

34

定期的に会報等を発行し、活動
概要や行事予定、連絡体制等の
情報を子どもや保護者に対して
発信している

5 1 0 公式LINEでの発信頻度を増
やすことで対応します

35 個人情報に十分注意している 6 0 0

36
障がいのある子どもや保護者と
の意思の疎通や情報伝達のた
めの配慮をしている

6 0 0
適宜対応していますが、実
施していることの社内周知を
徹底します

37
事業所の行事に地域住民を招
待する等地域に開かれた事業運
営を図っている

2 4 0 LIVEを行なった 感染症リスクの状況を考慮
し実施していきます

非
常
時
等
の
対
応

38

緊急時対応マニュアル、防犯マ
ニュアル、感染症対応マニュア
ルを策定し、職員や保護者に周
知している

5 1 0 マニュアルは周知はしてないが、感染対策
等は公式LINEに流している

事業所玄関へファイリング
掲示、共有ドライブにも保管
していますが、社内周知を
徹底します

39
非常災害の発生に備え、定期的
に避難、救出その他必要な訓練
を行っている

6 0 0



非
常
時
等
の
対
応

40
虐待を防止するため、職員の研
修機会を確保する等、適切な対
応をしている

6 0 0

41

どのような場合にやむを得ず身
体拘束を行うかについて、組織
的に決定し、子どもや保護者に
事前に十分に説明し了解を得た
上で、放課後等デイサービス計
画に記載している

6 0 0

42
食物アレルギーのある子どもに
ついて、医師の指示書に基づく
対応がされている

5 1 0 アレルギー該当児がいない

43 ヒヤリハット事例集を作成して事
業所内で共有している 6 0 0


